
 

令和６年度第２回摂津市がん検診運営委員会 

次第 

 

令和７年３月２１日（金） 

午後２時～ 

市役所本館３階３０１会議室 

 

 

【議事案件】 

 

議題１ 【項目２】「読影医の条件」について（資料１） 

 

議題２ 【項目３】「ダブルチェック体制」について（資料２） 

 

議題３ 「ダブルチェックの連携方法」について（資料３） 

 

議題４ 【項目４】「自動洗浄消毒機、消毒薬」について（資料４） 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【項目 2】 

読影医の条件について 

 

 

マニュアル参照（2024 年度版 P.18～19） 

 

 

【検討事項】 

二次読影を担当する医師の条件は、マニュアル通り、日本消化器がん検診学会認定医または

総合認定医、日本消化器内視鏡学会専門医、日本消化器学会専門医とするか。 

        

                   

【事務局案】 

マニュアルの通り、読影医には胃がんの内視鏡診断に精通する高い専門性及び検査医に対

して適切な指導ができる知識と経験が求められるため、二次読影を担当する医師の条件は、

日本消化器がん検診学会認定医または総合認定医、日本消化器内視鏡学会専門医、日本消化器学

会専門医としてはどうかと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



 

【項目 3】 

ダブルチェック体制について 

 

マニュアル参照（2024 年度版 P.20） 

 

 

【検討事項】 

一次検査・二次読影が可能な検査機関でのダブルチェック体制を可とするか。 

（市外検査機関含む） 

 

                          

【事務局案】 

本市においては、専門医等の有資格者が少なく読影会場設営による読影は難しいことから

二次読影が可能な検査機関への委託によるダブルチェック体制を構築することとしたい。併

せて、一次検査・二次読影が可能な検査機関の場合、検査医とは異なる専門医等によるダブ

ルチェック体制が整う検査機関であれば、可とすることで考えている。 

 

 

（参考） 

〇市内の医療機関事前アンケート結果より（R5 年 10 月時点） 

・一次検査・二次読影が可能な検査機関：2 か所、キャパシティは 8 人/週、年間約 400 人。 

・一次検査が可能な検査機関：3 か所、キャパシティは 9 人/週、年間 450 人。 

                       （その他、検診の諸条件など考慮なし） 

このことから市内での一次検査のキャパシティは年間 850 人。 

 

〇近隣の専門医等が多数在籍する医療機関より（R6 年 2 月時点） 

・二次読影のみ可能：2 か所 

・一次検査・二次読影のダブルチェックが可能：1 か所  

 

資料 2 



 

 

ダブルチェックの連携方法について 

 

 

マニュアル参照（2024 年度版 P.20） 

 

 

【ご意見伺いたいこと】 

一次検査と二次読影の検査機関が異なる場合の連携方法について、郵送やクラウドに

よる連携が考えられる。検査機関の負担が少ない連携方法を構築したいと考えており、

本委員会で郵送やクラウドについて率直なご意見を伺いたい。 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3 



 

【項目 4】 

自動洗浄消毒機、消毒薬について 

 

マニュアル参照（2024 年度版 P.25、P39） 

 

【検討事項】 

１． 内視鏡機器の洗浄は、自動洗浄消毒機の使用を必須とするか。 

２． 内視鏡機器に使用する消毒薬は、高水準消毒薬に加え、機能水も可とするか。 

 

 

【事務局案】 

１について 

   マニュアルでは、最低限度の洗浄品質を保証する観点から自動洗浄消毒機を整備す

る必要があるとされており、必須としたいと考えているが、ご意見いただきたい。 

 

２について 

マニュアルでは、高水準消毒薬が推奨ではあるが機能水を排除するものではないと

されているため、機能水も可とするか本委員会でご意見いただき検討したい。 

 

 

 

資料 4 


